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1999年頃より，日本国内では，昇降路上部に機械

室を設置しないエレベーターが主流となり，日立は機

械室レスの標準型エレベーター「アーバンエース」を市

場投入した。初期型のアーバンエース納入から20年以

上が経過し，リニューアル時期を迎えている。そこで

業界内でいち早く，機械室レスエレベーターの制御リ

ニューアル製品を開発し，販売を開始した。初期型の

アーバンエースの制御リニューアル製品では，巻上機

のブレーキを二重化した戸開走行保護装置（UCMP：

Unintended Car Movement Protection）の設置を

既存顧客に新たな価値を提供する
リニューアル製品開発1

はじめ，安全性の強化や，災害時のレジリエンス向上と

いったニーズに応える仕様をそろえるとともに，デザイ

ン刷新による視認性・意匠性の向上を打ち出すことで，

リニューアル促進を図っている（2024年4月発売）。

また，1983年～2000年までに納入された巻胴式マ

シンを採用した低・中層ビル向けの4人乗りエレベー

ター「ファミリエース」の制御リニューアル製品も開

発，提供している。巻胴式のエレベーター特有の制御

方式や巻胴式マシンのブレーキ安全増し機能を採用

し，製造中止部品を対象とした最小限の機器更新で実

施できる，低価格・短工期の製品構成とした。同時に

操作盤などのデザイン刷新による視認性・意匠性の向

上を打ち出している（2022年3月発売）。

ビルシステム

天枠 液晶インジケータ

ドアモータ

操作盤

操作盤

前側板

巻上機

制御盤

器具ボックス

乗場ボタン

かご室
液晶インジケータ

抗菌（直径33 mm）

主な新規更新部品図

8.4 インチ
カラー液晶を採用

【凡例】

部位 機器 内容
：基本仕様

安全増し 戸間走行保護装置（UCMP対応）

停電対策 停電時自動着床装置

地震対策 P・S波地震時管制運転（リクタート機能付き）

長尺物保護
耐震
安全増し

その他
オプション

プラン09

プラン14

マルチビームドアセンサー

ICオートアナウンス

火災時管制運転

：標準仕様 ：オプション仕様

（緊急時4か国語表示対応）

コントラストを強調した
ボタンデザインで
視認性アップ

1 アーバンエース制御リニューアル商品の概要

注：略語説明　IC（Integrated Circuit）
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   2025年 日立技術の展望

建設業界では，人手不足が慢性的な課題となってい

ることに加え，2024年4月1日からは時間外労働の上

限規制が適用される2024年問題に伴う建設現場の閉

所日の増加，技能者不足などによる工期の長期化など

が懸念されている。

エレベーター据付作業の工期短縮の新技術として，

熟練技能者の技術をデジタル化した据付位置調整装置

を開発した。本装置は，エレベーターのスムーズな上

下移動に欠かせないガイドレール設置時の位置調整作

業を自動化するレール位置調整装置と，エレベーター

乗場のシル（敷居）を建屋の床の高さに対して水平に設

置する作業を自動化する乗場シル（敷居）位置調整装置

から構成され，標準型エレベーター「アーバンエース 

HF Plus」から運用を開始した。

本装置の適用により，当該作業の作業時間を従来比

で約30％低減するとともに，経験の浅い技能者にもよ

り早く正確な作業が可能となった。株式会社日立ビル

システムは，本装置の運用を通じて2024年問題の影

響緩和を図っていく。

（株式会社日立ビルシステム）

2024年問題に挑む
エレベーター施工技術の革新2

ビル管理の効率化や運営品質の維持・向上，利用者

の快適性の向上を実現するLumadaのビルIoT

（Internet of Things） ソリューション「BuilMirai（ビ

ルミライ）」について，新たに中小規模ビル向けモデル

（以下，「本ソリューション」と記す。）を開発した。

本ソリューションは，日立がこれまで大規模ビル向

けの「BuilMirai」の開発・提供で培った技術や経験・

ノウハウを基に，中小規模ビルで求められるソリュー

ションをパッケージ化したもので，日立ビルシステム

がas a Service型で提供する。第一弾として，マン

ションなどにおけるセキュリティ解除や，ビル設備の

故障監視，防犯カメラの映像モニタリングなどがス

マートフォンで行える三つのソリューションの提供を

行っていく。顧客が必要なメニューを選択してサブス

クリプション（月額サービス）契約を行う提供形態とす

ることで，顧客の投資負担を抑え，中小規模ビルにお

けるGX（グリーントランスフォーメーション）／DX

（デジタルトランスフォーメーション）を支援する。

ビルIoTソリューション「BuilMirai」の
中小規模ビル向けソリューション3

特徴 特徴
傾斜センサーで乗場シルの水平度を検出し，
アクチュエータを制御して乗場シル位置を自動調整
（1）左右の水平度および高さを調整
（2）前後の水平度を調整

ピアノ線検出センサーでピアノ線※）位置を
検出し，アクチュエータを制御してレール位置を
±0.5 mm以下の精度で自動位置調整

※）レール位置決め指標

アクチュエータ
ユニット 乗場シル 据付用作業床傾斜センサー

（兼リモコン）

アクチュ
エータ

アクチュ
エータ

ピアノ線
検出センサー

ピアノ線

シル支持材 （1）（1）

（2）（2）
（1）（1）

レールレール

2レール位置調整装置（左）および乗場シル（敷居）位置調整装置（右）
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さらなる安全・安心を実現するための監視機能を強

化し，機能安全技術を搭載した制御プラットフォーム

を有する，中国市場向け一般乗用CAシリーズエレ

ベーター「MCA」，「LCA」，「HCA」モデルを市場投入

した。

今回開発した機能安全技術は，従来機械式であった

エレベーターの安全装置や部品をセンサーと複数のマ

イクロコンピュータを用いて電子化するとともに，高

スマートビルと融合する機能安全技術
による新世代制御プラットフォームを
搭載したCAシリーズエレベーター

4
速通信化技術を採用することで高い精度，安全性，信

頼性の実現に留まらず，原価低減，省スペース化といっ

た製品競争力強化と，部品点数削減，据付作業性向上

などの環境配慮の両立を実現した。また，遠隔監視装

置によってエレベーターの状態を常時監視し，蓄積し

たビッグデータの解析による新たな付加価値を提供す

ることで，スマートビルと融和したサービス事業に貢

献する。さらに，本製品はIT×OT（Operational 

Technology）×競争力の高いプロダクトを実現する

基幹機種として，中国だけでなくグローバルに展開し

ている。

［日立 梯（中国）有限公司］

プロダクト
デジタル化
高精度化

エレベーター
状態信号

機能安全機能
（45点）

省スペース
安全性
高環境性

安心
付加価値

保守部品
センター
修理作業
履歴

ビル内効率化
設備更新計画

在庫，出庫管理

連携企業
プラットフォーム

走行
データ

ビッグデータ

IT

OT

装置診断
データ連携（35点）

蓄積（300点）
解析（600項目）

4 制御プラットフォームを活用したスマートビルとの融和

A

A

玄関

各部屋

エレベーター

B

B

C

C

D

ヘリオス※） 基本コントローラ

D

BuilMirai スマートセキュリティ
スマートフォンで縦・横移動をエスコート

スマートフォンでゲスト（置き配など）まで
スムーズな入館

BuilMirai スマートセキュリティ（ゲスト対応）

BuilMirai スマートモニタリング

BuilMirai スマート管理

映像とセキュリティの連動をスマートフォンで対応

現地に行かずにスマートフォンで確認

エレベーター 受水槽

複数建物

サイトへ
接続し認証

ポンプ 受変電設備 空調 防災

クラウドでカメラ映像確認
・リモート対応

スマートフォンで映像
確認しながら解錠

スマートフォンに設備異常を
通知・履歴の表示

出動・一次対応の
アウトソーシング

スマートフォンで集合
玄関を解錠 エレベーターを呼ぶ

スマートフォンでワンタイム
認証による一時解錠

来訪者を事前登録で
リモート解錠

日立のエレベーターをさらに使いやすく，スマホを主軸として利便性・快適性を向上し，
建物の資産価値を向上させる「パッケージサービス」

3 中小規模ビル向けBuilMiraiイメージ（マンションでの利用イメージ）

※）日立独自のリモートメンテナンスシステム
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